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■項目別の評価結果
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■特記事項

最終評価 評価対象年度

■新規：H27年度から新規協定を結んだ指定管理者
■継続：前回指定期間から継続して管理している指定管理者

公園名 指定管理者

おだわら諏訪の原公園
おだわら諏訪の原公園パートナーズ（新規）

【西武造園(株)・伊豆箱根鉄道(株)・(株)加藤造園】

特に優良 平成30年度

１.　適切な管理運営業務の執行 ３.　事業効果

Ｓ

・植物管理では、展望広場芝刈り年5回（3,704㎡/回）
の計画に対し8回とこまめに除草したほか、ふるさとの果
樹園機械除草年4回（1,410㎡/回）の計画に対し7回と
こまめに除草するなど計画以上行っていること、西洋ア
サガオの生育状況（開花）が悪く、花が良く見えなかっ
たため、コスモスに変更し花の名所づくりを進めるなど、
特筆すべき管理状況であった。
・清掃では、第3者による評価や直営によるローラー滑り
台管理指導などの工夫ある取り組みがされており、特
筆すべき管理状況であった。
・サービス向上では、県市との共同イベントの実施や、
ラジオ体操への参加をより広く、多く呼び掛けることによ
り、当該年度参加者数を延べ12,079人まで伸ばすな
ど、特筆すべき管理状況であった。
・施設管理、環境への配慮、利用者対応、安全管理
は、事業計画に沿って管理運営が行われていた。

・アンケート結果によると、植物管理、清潔さ、安全・安
心、接客、全体の満足度で「非常に高い」という評価と
なっていた。
・清潔さでは「汚れも無く綺麗」との意見があった。
・植物では「自然な感じで良い」との意見があった。
・自由意見では、「満足。ゆったりしている。子供をゆっ
くり遊ばせられる」「展望広場のシートが良い。自然な感
じで良い」などの意見があった。

・平成30年度の公園利用者数は、5年目の年間目標値130千
人に対して151千人であった。

２.　業務執行体制 ４.　個別項目

Ｓ

・事業計画に沿った職員配置、本部との連携など適切
な運営体制が確保されていた。
・個人情報保護、関係法令等が適正に遵守されてい
た。
・人材育成では、未病観光コンシェルジュの資格（上
級）を習得、(全国)都市公園等コンクールで受賞するな
ど、特筆すべき管理状況であった。
・地域との連携では、地元自治体、関係機関と連携に
よって実施している多数のイベントを継続しており、県、
市3者連携でイベントを実施など、特筆すべき管理状況
であった。

・「未病対策の取り組み」（健康ウォーキングイベント、Ｂ
Ｎ体操等実施）「地域やボランティアと連携してにぎわ
いある果樹園づくり」については、事業計画に沿って管
理運営が行われていた。
・「はち育の取組み」では、地元の養蜂家の協力を得て
はちみつ作りに成功し、公園ブランドのはちみつの販
売を行った。

５.　提案の履行

・「地域とともに育む、ふれあいマグネットステーション」
「空の上のローラー滑り台」によるみどころ創出などの提
案について、提案通りの取り組みが行われていた。

管理状況が良く今後も継続が望まれる点 今後取り組むべき点や改善が望まれる点

・ローラー滑り台周辺の大規模花畑の「花の名所」づくりは、
遠くからも目に付くよう実施エリアの拡大等を検討しつつ、今
後も継続が望まれる。
・毎日のラジオ体操と毎月の運動イベントなどは、未病改善
「運動の駅」として、今後も継続が望まれる。
・利用者から好評な星空映画祭や昆虫採集などのイベント
は、利用促進に繋がるため、今後も継続が望まれる。

・ボランティアと協働の果樹栽培について、ボランティア会員
を増やし、収穫体験イベント参加者との交流による、地域の
賑わいを創出するようなイベント展開が望まれる。

＜最終評価の基準＞

「特に優良」　県が求めている管理運営業務の執行状況・執行体制・事業効果に対し、特に優秀な実績・成果をおさめている。[Ｓが３つ以上、Ｂ、Ｃがない]
「優良」　県が求めている管理運営業務の執行状況・執行体制・事業効果に対し、優秀な実績・成果をおさめている。[Ｂ、Ｃがない]
「良好」　県が求めている管理運営業務の執行状況・執行体制・事業効果に適合している。[Ｃがなく、「特に優良」「優良」以外]
「一部良好でない」　県が求めている管理運営業務の執行状況・執行体制・事業効果に対し、一部において適合していない。[Ｃが１つ以上ある]
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